
３ 前項に関わらず、次の者については、後期の指定された期間に履修登録することができる。 

（１）前期に休学し、後期に復学する者 

（２）学則第 36 条により留学した者で、後期に本学における履修を再開する者 

（３）前期末で卒業を目指した者が、学則第 41 条の規定を満たすことができずに、後期に履修する者 

４ 履修登録の訂正は、各期確認訂正期間に限り認めるものとする。 

 （休学及び退学による履修登録の取扱い） 

第７条 履修登録後の各学期途中で休学又は退学した場合は、その開講学期に履修登録したすべての

科目を評定不能の取扱いとする。 

（科目の履修制限） 

第８条 次に該当する場合、その科目の履修を認めない。 

（１）既に単位を修得した科目 

（２）授業時間が重複する科目 

（３）休学中の場合 

（４）在籍する学年より上級学年に配当されている科目 

（５）学費未納の場合 

（履修登録単位数の上限） 

第９条 学則第 23 条第２項の規定に基づく卒業の要件として修得すべき単位数について、１年間に履

修科目として登録することができる単位数の上限を看護学科は40単位、栄養学科は45単位とする。 

２ 養護教諭二種免許取得申請に必要となる学則別表２に掲げる科目の単位数は、前項の履修登録単

位数の上限、看護学科の 40 単位には含まないものとする。  

３ 栄養教諭一種免許取得に必要となる学則別表４に掲げる科目の単位数は、第１項の履修登録単位

数の上限、栄養学科の 45 単位には含まないものとする。 

４ 再履修する科目の単位数は、第１項の履修登録単位数の上限、看護学科の 40 単位、栄養学科の

45 単位には含まないものとする。   

（大学が認める特段の理由による欠席の取扱い）  

第 10 条 大学が認める特段の理由による欠席とは、次表の欠席事由に該当し、かつ必要な手続きを行

った者について、補講等の配慮を受けることができる欠席のことをいい、欠席を許可する日数は、

次表のとおりとする。  

欠席事由 提出期限 必要添付書類

等 

許可日数 

災害、公共交通機関の障害 授業の場合は、原則５日以内、

試験の場合は、指定された日

時までに、欠席届を提出 

・被災（罹災）

証明書 

・事故証明書 

・遅延証明書 

当該日のみ 

忌引き ・会葬礼状の ・配偶者   ７日以内 

札幌保健医療大学保健医療学部履修規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、札幌保健医療大学学則（以下「学則」という。）第 32 条の規定に基づき、授業

科目（以下「科目」という。）の履修方法などに関して必要な事項を定めるものとする。 

（科目および単位数） 

第２条 保健医療学部（以下「本学部」という。）における科目は、学則第 22 条に規定する「基礎教

育科目」、「専門基礎科目」及び「専門科目」とする。それぞれの科目の単位数、必修・選択科目に

ついては、学則別表１及び別表３のとおりとする。 

（卒業に必要な単位数） 

第３条 本学部において卒業に必要な単位数は、次表のとおりとする。（計 124 単位以上） 

 （１）看護学科 

科目区分 必修単位 選択単位 

基礎教育科目 14 単位 10 単位以上 

専門基礎科目 23 単位 ４単位以上 

専門科目 67 単位 ６単位以上 

卒業に必要な単位数 104 単位 20 単位以上 

  

 （２）栄養学科 

科目区分 必修単位 選択単位 

基礎教育科目 16 単位 11 単位以上 

専門基礎科目 40 単位 ４単位以上 

専門科目 45 単位 ８単位以上 

※選択必修１単位含む 

卒業に必要な単位数 101 単位 23 単位以上 

２ 養護教諭二種免許取得申請に必要となる学則別表２に掲げる科目の単位数は、卒業に必要な単位

数には含まないものとする。 

３ 栄養教諭一種免許取得に必要となる学則別表４に掲げる科目の単位数は、卒業に必要な単位数に

は含まないものとする。 

（授業期間） 

第４条 毎学年の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め 35 週以上とする。 

（授業方法） 

第５条 授業は、講義、演習、実習、実技、もしくは実験のいずれかにより行われるか、これらを併

用により行うものとする。 

（履修登録の方法及び登録時期） 

第６条 履修する科目は、指定された期間に所定の様式にて履修登録をしなければならない。 

２ 後期のみの授業科目についても、原則として、学年初めの指定された期間に登録するものとする。 
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３ 前項に関わらず、次の者については、後期の指定された期間に履修登録することができる。 

（１）前期に休学し、後期に復学する者 

（２）学則第 36 条により留学した者で、後期に本学における履修を再開する者 

（３）前期末で卒業を目指した者が、学則第 41 条の規定を満たすことができずに、後期に履修する者 

４ 履修登録の訂正は、各期確認訂正期間に限り認めるものとする。 

 （休学及び退学による履修登録の取扱い） 

第７条 履修登録後の各学期途中で休学又は退学した場合は、その開講学期に履修登録したすべての

科目を評定不能の取扱いとする。 

（科目の履修制限） 

第８条 次に該当する場合、その科目の履修を認めない。 

（１）既に単位を修得した科目 

（２）授業時間が重複する科目 

（３）休学中の場合 

（４）在籍する学年より上級学年に配当されている科目 

（５）学費未納の場合 

（履修登録単位数の上限） 

第９条 学則第 23 条第２項の規定に基づく卒業の要件として修得すべき単位数について、１年間に履

修科目として登録することができる単位数の上限を看護学科は40単位、栄養学科は45単位とする。 

２ 養護教諭二種免許取得申請に必要となる学則別表２に掲げる科目の単位数は、前項の履修登録単

位数の上限、看護学科の 40 単位には含まないものとする。  

３ 栄養教諭一種免許取得に必要となる学則別表４に掲げる科目の単位数は、第１項の履修登録単位

数の上限、栄養学科の 45 単位には含まないものとする。 

４ 再履修する科目の単位数は、第１項の履修登録単位数の上限、看護学科の 40 単位、栄養学科の

45 単位には含まないものとする。   

（大学が認める特段の理由による欠席の取扱い）  

第 10 条 大学が認める特段の理由による欠席とは、次表の欠席事由に該当し、かつ必要な手続きを行

った者について、補講等の配慮を受けることができる欠席のことをいい、欠席を許可する日数は、

次表のとおりとする。  

欠席事由 提出期限 必要添付書類

等 

許可日数 

災害、公共交通機関の障害 授業の場合は、原則５日以内、

試験の場合は、指定された日

時までに、欠席届を提出 

・被災（罹災）

証明書 

・事故証明書 

・遅延証明書 

当該日のみ 

忌引き ・会葬礼状の ・配偶者   ７日以内 

札幌保健医療大学保健医療学部履修規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、札幌保健医療大学学則（以下「学則」という。）第 32 条の規定に基づき、授業

科目（以下「科目」という。）の履修方法などに関して必要な事項を定めるものとする。 

（科目および単位数） 

第２条 保健医療学部（以下「本学部」という。）における科目は、学則第 22 条に規定する「基礎教

育科目」、「専門基礎科目」及び「専門科目」とする。それぞれの科目の単位数、必修・選択科目に

ついては、学則別表１及び別表３のとおりとする。 

（卒業に必要な単位数） 

第３条 本学部において卒業に必要な単位数は、次表のとおりとする。（計 124 単位以上） 

 （１）看護学科 

科目区分 必修単位 選択単位 

基礎教育科目 14 単位 10 単位以上 

専門基礎科目 23 単位 ４単位以上 

専門科目 67 単位 ６単位以上 

卒業に必要な単位数 104 単位 20 単位以上 

  

 （２）栄養学科 

科目区分 必修単位 選択単位 

基礎教育科目 16 単位 11 単位以上 

専門基礎科目 40 単位 ４単位以上 

専門科目 45 単位 ８単位以上 

※選択必修１単位含む 

卒業に必要な単位数 101 単位 23 単位以上 

２ 養護教諭二種免許取得申請に必要となる学則別表２に掲げる科目の単位数は、卒業に必要な単位

数には含まないものとする。 

３ 栄養教諭一種免許取得に必要となる学則別表４に掲げる科目の単位数は、卒業に必要な単位数に

は含まないものとする。 

（授業期間） 

第４条 毎学年の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め 35 週以上とする。 

（授業方法） 

第５条 授業は、講義、演習、実習、実技、もしくは実験のいずれかにより行われるか、これらを併

用により行うものとする。 

（履修登録の方法及び登録時期） 

第６条 履修する科目は、指定された期間に所定の様式にて履修登録をしなければならない。 

２ 後期のみの授業科目についても、原則として、学年初めの指定された期間に登録するものとする。 
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授会にて学長が決定する。履修希望者は、次の各号の基準をすべて満たしていなければ申請するこ

とができない。 

（１）保健師への興味・関心及び学習意欲が認められること。 

（２）２年次までの必修科目の全ての単位を修得していること。 

（３）２年次までの専門科目（必修）の全科目成績評価においてＧＰＡが原則として 2.5 以上である

こと。 

（４）学業生活が全般に安定し、成業の見込みがあること。 

（養護教諭二種免許の取得） 

第 18 条 養護教諭二種免許を取得しようとする者は、保健師国家試験に合格し、保健師免許を取得し

ていなければならない。 

２ 保健師国家試験受験資格に必要な科目のほかに養護教諭免許取得の申請に必要な科目のすべて

（「法と人権」「スポーツ科学と運動」「スポーツ理論」「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「情報処理」「情報管理論」）

を修得していなければならない。 

 （栄養士の取得） 

第 19 条 栄養士の資格を取得しようとする者は、本学が別表１に定めた所定の科目について、必要な

単位を修得しなければならない。 

 （管理栄養士国家試験受験資格の取得） 

第 20 条 管理栄養士の国家試験受験資格を取得しようとする者は、本学が別表２に定めた所定の科目

について、必要な単位を修得しなければならない。 

 （栄養教諭一種免許状の取得）  

第 21 条 栄養教諭一種免許状の取得に関する規程は別に定める。 

 （食品衛生管理者及び食品衛生監視員の任用資格の取得） 

第 22 条 食品衛生管理者及び食品衛生監視員の任用資格を取得しようとする者は、学則の定める栄養

学科の卒業に必要な科目の単位を修得しなければならない。 

２ 前項に定める単位の中には「有機化学」の２単位を含まなければならない。 

 （単位認定の時期） 

第 23 条 単位認定の時期は各開講学期末とする。したがって、単位認定の時期に在学していない者の

単位認定は行わない。 

２ 各学期途中で休学又は退学した場合は、その開講学期に履修登録したすべての科目を評定不能の

取扱いとする。 

 （卒業の認定） 

第 24 条 学則第 41 条の規定に基づき、大学に４年以上在学し、所定の科目を履修し、124 単位以上

を修得した者については、教授会を経て、学長が卒業を認定する。 

２ 学生の卒業時期は、学期末あるいは学年末とする。 

 （補則） 

第 25 条 この規程に定めるほか、履修に関して必要な事項は、教授会を経て学長が別に定める。 

 （改廃） 

第 26 条 この規程の改廃は、教授会を経て学長が行う。 

はがき等 

・保証人によ

る証明書

（要押印） 

・一親等（父母、子） 

７日以内 

・二親等(祖父母、兄弟姉

妹）   ３日以内 

感染症等による出席停止

（感染症とその出席停止

期間は、別に定める。） 

・医師の診断

書 

・登校許可証

明書（感染

症用）等 

医師の診断書により出席

停止を必要とされた期

間に限る。 

（天候による休講措置）  

第 11 条 天候による非常事態に伴う学生の休講措置の条件については、別に定める。  

（先修条件） 

第 12 条 履修に必要な条件として、あらかじめ単位を修得しておかなければならない科目を別に定め

る。 

（試験） 

第 13 条 履修した科目については、試験を行う。試験の詳細は、札幌保健医療大学試験規程に定める。 

２ 次の各号の一つに該当する者は、受験資格を有しないため、「失格」の取扱いとする。 

（１）授業料その他納付金が未納の者 

（２）授業出席時間数が、その授業実施時間数の３分の２未満の者 

（成績評語） 

第 14 条 単位は、学則第 25 条に基づいて授与され、その成績評語は「秀（Ｓ）・優（Ａ）・良（Ｂ）・

可（Ｃ）・不可（Ｄ）」の５種をもって表示するものとする。 

２ 失格科目は「失格（Ｐ）」、単位認定科目は「認定（Ｎ）」、評定不能科目は「評定不能（Ｗ）」と表

示するものとする。 

（進級要件） 

第 15 条 進級要件は、別に定める。 

（看護師国家試験受験資格の取得） 

第 16 条 看護師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、看護学科の課程を履修し、卒業に必要

な単位（124 単位）を修得しなければならない。 

（保健師国家試験受験資格の取得） 

第 17 条 保健師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、卒業に必要な単位数の他に、公衆衛生

看護学科目の全て（12 単位）を修得すること。なお、専門基礎科目及び専門科目の選択科目のうち、

「疫学」「保健医療福祉行政論Ⅱ」「保健統計学Ⅱ」「慢性看護論」「家族看護論」「国際看護論」の単

位は必ず修得することとし、合計 137 単位以上を修得しなければならない。 

２ 保健師国家試験受験資格取得のための履修希望者は、公衆衛生看護学履修生審査会で審査し、教
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授会にて学長が決定する。履修希望者は、次の各号の基準をすべて満たしていなければ申請するこ

とができない。 

（１）保健師への興味・関心及び学習意欲が認められること。 

（２）２年次までの必修科目の全ての単位を修得していること。 

（３）２年次までの専門科目（必修）の全科目成績評価においてＧＰＡが原則として 2.5 以上である

こと。 

（４）学業生活が全般に安定し、成業の見込みがあること。 

（養護教諭二種免許の取得） 

第 18 条 養護教諭二種免許を取得しようとする者は、保健師国家試験に合格し、保健師免許を取得し

ていなければならない。 

２ 保健師国家試験受験資格に必要な科目のほかに養護教諭免許取得の申請に必要な科目のすべて

（「法と人権」「スポーツ科学と運動」「スポーツ理論」「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「情報処理」「情報管理論」）

を修得していなければならない。 

 （栄養士の取得） 

第 19 条 栄養士の資格を取得しようとする者は、本学が別表１に定めた所定の科目について、必要な

単位を修得しなければならない。 

 （管理栄養士国家試験受験資格の取得） 

第 20 条 管理栄養士の国家試験受験資格を取得しようとする者は、本学が別表２に定めた所定の科目

について、必要な単位を修得しなければならない。 

 （栄養教諭一種免許状の取得）  

第 21 条 栄養教諭一種免許状の取得に関する規程は別に定める。 

 （食品衛生管理者及び食品衛生監視員の任用資格の取得） 

第 22 条 食品衛生管理者及び食品衛生監視員の任用資格を取得しようとする者は、学則の定める栄養

学科の卒業に必要な科目の単位を修得しなければならない。 

２ 前項に定める単位の中には「有機化学」の２単位を含まなければならない。 

 （単位認定の時期） 

第 23 条 単位認定の時期は各開講学期末とする。したがって、単位認定の時期に在学していない者の

単位認定は行わない。 

２ 各学期途中で休学又は退学した場合は、その開講学期に履修登録したすべての科目を評定不能の

取扱いとする。 

 （卒業の認定） 

第 24 条 学則第 41 条の規定に基づき、大学に４年以上在学し、所定の科目を履修し、124 単位以上

を修得した者については、教授会を経て、学長が卒業を認定する。 

２ 学生の卒業時期は、学期末あるいは学年末とする。 

 （補則） 

第 25 条 この規程に定めるほか、履修に関して必要な事項は、教授会を経て学長が別に定める。 

 （改廃） 

第 26 条 この規程の改廃は、教授会を経て学長が行う。 

はがき等 

・保証人によ

る証明書

（要押印） 

・一親等（父母、子） 

７日以内 

・二親等(祖父母、兄弟姉

妹）   ３日以内 

感染症等による出席停止

（感染症とその出席停止

期間は、別に定める。） 

・医師の診断

書 

・登校許可証

明書（感染

症用）等 

医師の診断書により出席

停止を必要とされた期

間に限る。 

（天候による休講措置）  

第 11 条 天候による非常事態に伴う学生の休講措置の条件については、別に定める。  

（先修条件） 

第 12 条 履修に必要な条件として、あらかじめ単位を修得しておかなければならない科目を別に定め

る。 

（試験） 

第 13 条 履修した科目については、試験を行う。試験の詳細は、札幌保健医療大学試験規程に定める。 

２ 次の各号の一つに該当する者は、受験資格を有しないため、「失格」の取扱いとする。 

（１）授業料その他納付金が未納の者 

（２）授業出席時間数が、その授業実施時間数の３分の２未満の者 

（成績評語） 

第 14 条 単位は、学則第 25 条に基づいて授与され、その成績評語は「秀（Ｓ）・優（Ａ）・良（Ｂ）・

可（Ｃ）・不可（Ｄ）」の５種をもって表示するものとする。 

２ 失格科目は「失格（Ｐ）」、単位認定科目は「認定（Ｎ）」、評定不能科目は「評定不能（Ｗ）」と表

示するものとする。 

（進級要件） 

第 15 条 進級要件は、別に定める。 

（看護師国家試験受験資格の取得） 

第 16 条 看護師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、看護学科の課程を履修し、卒業に必要

な単位（124 単位）を修得しなければならない。 

（保健師国家試験受験資格の取得） 

第 17 条 保健師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、卒業に必要な単位数の他に、公衆衛生

看護学科目の全て（12 単位）を修得すること。なお、専門基礎科目及び専門科目の選択科目のうち、

「疫学」「保健医療福祉行政論Ⅱ」「保健統計学Ⅱ」「慢性看護論」「家族看護論」「国際看護論」の単

位は必ず修得することとし、合計 137 単位以上を修得しなければならない。 

２ 保健師国家試験受験資格取得のための履修希望者は、公衆衛生看護学履修生審査会で審査し、教
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別表1

講
義
・
演
習

実
験
・
実
習

自
由

人間関係論 1 講義

公衆衛生学 2 講義

保健医療福祉行政論Ⅰ 1 講義

小計(３科目) 4 0 0

形態機能学Ⅰ 2 講義

形態機能学Ⅱ 2 講義

形態機能学実習Ⅰ 1 実習

形態機能学実習Ⅱ 1 実習

病理学 2 講義

生化学Ⅰ 2 講義

生化学Ⅱ 2 講義

生化学実験 1 実験

病態診療学Ⅰ 2 講義

病態診療学Ⅱ 2 講義

小計(10科目) 14 3 0

食品科学Ⅰ 2 講義

食品科学Ⅱ 2 講義

食品科学実験Ⅰ 1 実験

食品科学実験Ⅱ 1 実験

食品衛生学 2 講義

食品衛生学実験 1 実験

小計(６科目) 6 3 0

基礎栄養学 2 講義

基礎栄養学実験 1 実験

応用栄養学Ⅰ 2 講義

応用栄養学Ⅱ 2 講義

応用栄養学Ⅲ 2 講義

応用栄養学実習 1 実習

臨床栄養学Ⅰ 2 講義

臨床栄養学Ⅱ 2 講義

臨床栄養学実習Ⅰ 1 実習

臨床栄養学実習Ⅱ 1 実習

小計(10科目) 12 4 0

栄養教育論Ⅰ 2 講義

栄養教育論実習 1 実習

公衆栄養学Ⅰ 2 講義

公衆栄養学Ⅱ 2 講義

公衆栄養学実習Ⅰ 1 実習

小計(５科目) 6 2 0

教
育
内
容

社
会
生
活
と
健
康

人
体
の
構
造
と
機
能

食
品
と
衛
生

栄
養
と
健
康

栄
養
の
指
導

授業科目及び単位数

(保健医療学部栄養学科)

科目区分 授業科目の名称

単位数
授
業
形
態

備　　考

 

附 則 

  この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則  

  この規程は、平成 26 年４月１日から施行する。  

附 則  

  この規程は、平成 26 年９月１日から施行する。  

附 則 

  この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則 

  この規程は、平成 28 年４月１日から施行する。 

附 則  

  この規程は、平成 29 年４月１日から施行する。 

附 則  

  この規程は、平成 30 年４月１日から施行する。 
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別表1

講
義
・
演
習

実
験
・
実
習

自
由

人間関係論 1 講義

公衆衛生学 2 講義

保健医療福祉行政論Ⅰ 1 講義

小計(３科目) 4 0 0

形態機能学Ⅰ 2 講義

形態機能学Ⅱ 2 講義

形態機能学実習Ⅰ 1 実習

形態機能学実習Ⅱ 1 実習

病理学 2 講義

生化学Ⅰ 2 講義

生化学Ⅱ 2 講義

生化学実験 1 実験

病態診療学Ⅰ 2 講義

病態診療学Ⅱ 2 講義

小計(10科目) 14 3 0

食品科学Ⅰ 2 講義

食品科学Ⅱ 2 講義

食品科学実験Ⅰ 1 実験

食品科学実験Ⅱ 1 実験

食品衛生学 2 講義

食品衛生学実験 1 実験

小計(６科目) 6 3 0

基礎栄養学 2 講義

基礎栄養学実験 1 実験

応用栄養学Ⅰ 2 講義

応用栄養学Ⅱ 2 講義

応用栄養学Ⅲ 2 講義

応用栄養学実習 1 実習

臨床栄養学Ⅰ 2 講義

臨床栄養学Ⅱ 2 講義

臨床栄養学実習Ⅰ 1 実習

臨床栄養学実習Ⅱ 1 実習

小計(10科目) 12 4 0

栄養教育論Ⅰ 2 講義

栄養教育論実習 1 実習

公衆栄養学Ⅰ 2 講義

公衆栄養学Ⅱ 2 講義

公衆栄養学実習Ⅰ 1 実習

小計(５科目) 6 2 0

教
育
内
容

社
会
生
活
と
健
康

人
体
の
構
造
と
機
能

食
品
と
衛
生

栄
養
と
健
康

栄
養
の
指
導

授業科目及び単位数

(保健医療学部栄養学科)

科目区分 授業科目の名称

単位数
授
業
形
態

備　　考

 

附 則 

  この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則  

  この規程は、平成 26 年４月１日から施行する。  

附 則  

  この規程は、平成 26 年９月１日から施行する。  

附 則 

  この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則 

  この規程は、平成 28 年４月１日から施行する。 

附 則  

  この規程は、平成 29 年４月１日から施行する。 

附 則  

  この規程は、平成 30 年４月１日から施行する。 
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別表2

講
義
・
演
習

実
験
・
実
習

自
由

人間関係論 1 講義

健康管理概論 2 講義

公衆衛生学 2 講義

公衆衛生学実習 1 実習

保健医療福祉行政論Ⅰ 1 講義

小計(５科目) 6 1 0

形態機能学Ⅰ 2 講義

形態機能学Ⅱ 2 講義

形態機能学実習Ⅰ 1 実習

形態機能学実習Ⅱ 1 実習

病理学 2 講義

微生物学 2 講義

微生物学実験 1 実験

生化学Ⅰ 2 講義

生化学Ⅱ 2 講義

生化学実験 1 実験

病態診療学Ⅰ 2 講義

病態診療学Ⅱ 2 講義

小計(12科目) 16 4 0

食品科学Ⅰ 2 講義

食品科学Ⅱ 2 講義

食品科学実験Ⅰ 1 実験

食品科学実験Ⅱ 1 実験

食品衛生学 2 講義

食品衛生学実験 1 実験

調理学 2 講義

調理学実習Ⅰ 1 実習

調理学実習Ⅱ 1 実習

小計(９科目) 8 5 0

30 10 0

基礎栄養学 2 講義

基礎栄養学実験 1 実験

小計(２科目) 2 1 0

応用栄養学Ⅰ 2 講義

応用栄養学Ⅱ 2 講義

応用栄養学Ⅲ 2 講義

応用栄養学実習 1 実習

小計(４科目) 6 1 0
栄養教育論Ⅰ 2

社
会
・
環
境
と
健
康

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

食
べ
物
と
健
康

専門基礎分野　合計(26科目)

授業科目及び単位数

(保健医療学部栄養学科)

科目区分 授業科目の名称 備　　考

授
業
形
態

単位数

専
門
教
育
分
野

専
門
分
野

栄
養
教
育
論

専
門
教
育
分
野

専
門
分
野

基
礎

栄
養
学

応
用
栄
養
学

専
門
基
礎
分
野

別表1

講
義
・
演
習

実
験
・
実
習

自
由

授業科目及び単位数

(保健医療学部栄養学科)

科目区分 授業科目の名称

単位数
授
業
形
態

備　　考

調理学 2 講義

調理学実習Ⅰ 1 実習

調理学実習Ⅱ 1 実習

給食経営管理論Ⅰ 2 講義

給食経営管理論Ⅱ 2 講義

給食経営管理論実習Ⅰ 1 実習

給食経営管理論実習Ⅱ 1 実習 臨地実習（給食の運営を含む）

小計(７科目) 6 4 0

48 16 0

教
育
内
容

給
食
の
運
営

合計(41科目)
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別表2

講
義
・
演
習

実
験
・
実
習

自
由

人間関係論 1 講義

健康管理概論 2 講義

公衆衛生学 2 講義

公衆衛生学実習 1 実習

保健医療福祉行政論Ⅰ 1 講義

小計(５科目) 6 1 0

形態機能学Ⅰ 2 講義

形態機能学Ⅱ 2 講義

形態機能学実習Ⅰ 1 実習

形態機能学実習Ⅱ 1 実習

病理学 2 講義

微生物学 2 講義

微生物学実験 1 実験

生化学Ⅰ 2 講義

生化学Ⅱ 2 講義

生化学実験 1 実験

病態診療学Ⅰ 2 講義

病態診療学Ⅱ 2 講義

小計(12科目) 16 4 0

食品科学Ⅰ 2 講義

食品科学Ⅱ 2 講義

食品科学実験Ⅰ 1 実験

食品科学実験Ⅱ 1 実験

食品衛生学 2 講義

食品衛生学実験 1 実験

調理学 2 講義

調理学実習Ⅰ 1 実習

調理学実習Ⅱ 1 実習

小計(９科目) 8 5 0

30 10 0

基礎栄養学 2 講義

基礎栄養学実験 1 実験

小計(２科目) 2 1 0

応用栄養学Ⅰ 2 講義

応用栄養学Ⅱ 2 講義

応用栄養学Ⅲ 2 講義

応用栄養学実習 1 実習

小計(４科目) 6 1 0
栄養教育論Ⅰ 2

社
会
・
環
境
と
健
康

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

食
べ
物
と
健
康

専門基礎分野　合計(26科目)

授業科目及び単位数

(保健医療学部栄養学科)

科目区分 授業科目の名称 備　　考

授
業
形
態

単位数

専
門
教
育
分
野

専
門
分
野

栄
養
教
育
論

専
門
教
育
分
野

専
門
分
野
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栄
養
学
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用
栄
養
学
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門
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別表1

講
義
・
演
習

実
験
・
実
習

自
由

授業科目及び単位数

(保健医療学部栄養学科)

科目区分 授業科目の名称

単位数
授
業
形
態

備　　考

調理学 2 講義

調理学実習Ⅰ 1 実習

調理学実習Ⅱ 1 実習

給食経営管理論Ⅰ 2 講義

給食経営管理論Ⅱ 2 講義

給食経営管理論実習Ⅰ 1 実習

給食経営管理論実習Ⅱ 1 実習 臨地実習（給食の運営を含む）

小計(７科目) 6 4 0

48 16 0

教
育
内
容

給
食
の
運
営

合計(41科目)
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札幌保健医療大学保健医療学部履修に関する細則 

（趣旨） 

第１条 この細則は、札幌保健医療大学学則（以下「学則」という。）第 32 条及び札幌保健医療大学

保健医療学部履修規程（以下「履修規程」という。）第 12 条に基づき、授業科目（以下「科目」と

いう。）の履修などに関して必要な事項を定めるものとする。 

（先修条件） 

第２条 各臨地実習に係る科目についての履修に必要な条件は、次のとおりとする。 

（１）看護学科 

① 平成 25 年度及び平成 26 年度入学生については、次表のとおりとする。 

科 目 先修条件 

看護基礎実習Ⅱ 看護基礎実習Ⅰ及び看護学概論、看護技術総論、看護技術論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの

科目すべての単位を修得、若しくは修得見込みであること。 

成人看護実習Ⅰ 看護基礎実習Ⅱ、３年次前期までに開講している成人看護学の科目すべて

の単位を修得、若しくは修得見込みであること。 成人看護実習Ⅱ 

高齢者看護実習 看護基礎実習Ⅱ、３年次前期までに開講している高齢者看護学の科目すべ

ての単位を修得、若しくは修得見込みであること。 

小児看護実習 看護基礎実習Ⅱ、３年次前期までに開講している小児看護学の科目すべて

の単位を修得、若しくは修得見込みであること。 

母性看護実習 看護基礎実習Ⅱ、３年次前期までに開講している母性看護学の科目すべて

の単位を修得、若しくは修得見込みであること。 

精神看護実習 ４年次前期までに開講している精神看護学の科目すべての単位を修得、若

しくは修得見込みであること。 

在宅看護実習 ４年次前期までに開講している在宅看護論の科目すべての単位を修得、若

しくは修得見込みであること。 

看護総合実習 成人看護実習、高齢者看護実習、小児看護実習、母性看護実習の科目すべ

ての単位を修得、若しくは修得見込みであること。 

公衆衛生看護実習 I 精神看護実習、在宅看護実習、看護総合実習及び４年次前期までに開講し

ている公衆衛生看護学の科目すべての単位を修得、若しくは修得見込みで

あること。 

公衆衛生看護実習Ⅱ 

公衆衛生看護実習Ⅲ 

② 平成 27 年度以降入学生については、次表のとおりとする。 

科 目 先修条件 

看護基礎実習Ⅱ ２年次前期までに開講している専門基礎科目の必修科目すべての単位を修

得していること。看護基礎実習Ⅰ及び看護学概論、看護技術総論、看護技

術論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、援助関係論の科目すべての単位を修得、若しくは修得見

込みであること。 

別表2

講
義
・
演
習

実
験
・
実
習

自
由

授業科目及び単位数

(保健医療学部栄養学科)

科目区分 授業科目の名称 備　　考

授
業
形
態

単位数

栄養教育論Ⅰ 2 講義

栄養教育論Ⅱ 2 講義

栄養教育論Ⅲ 2 講義

栄養教育論実習 1 実習

小計(４科目) 6 1 0

臨床栄養学Ⅰ 2 講義

臨床栄養学Ⅱ 2 講義

臨床栄養学Ⅲ 2 講義

臨床栄養学Ⅳ 2 講義

臨床栄養学実習Ⅰ 1 実習

臨床栄養学実習Ⅱ 1 実習

臨床栄養学実習Ⅲ 1 実習

小計(７科目) 8 3 0

公衆栄養学Ⅰ 2 講義

公衆栄養学Ⅱ 2 講義

公衆栄養学実習Ⅰ 1 実習

小計(３科目) 4 1 0

給食経営管理論Ⅰ 2 講義

給食経営管理論Ⅱ 2 講義

給食経営管理論実習Ⅰ 1 実習

小計(３科目) 4 1 0

総合演習Ⅰ 1 演習

総合演習Ⅱ 1 演習

小計(２科目) 2 0 0

給食経営管理論実習Ⅱ 1 実習 （給食の運営を含む）

給食経営管理論実習Ⅲ※ 実習

公衆栄養学実習Ⅱ※ 実習

臨床栄養学実習Ⅳ 2 実習

小計(４科目) 0 4 0
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62 22

専
門
教
育
分
野

専
門
分
野

栄
養
教
育
論

臨
床
栄
養
学

公
衆
栄
養
学

給
食
経
営

管
理
論

総
合
演
習

臨
地
実
習

専門分野　合計(29科目)

1

専門教育分野　合計(55科目)

※は選択必修科目である。
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